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株式会社 千葉興業銀行（頭取 梅田 仁司）は、千葉商科大学（学長 原科 幸彦 以下、同大学)

と、学術・文化の振興と活力ある地域社会経済の形成、教育研究活動の進展を図り、地域社会へ

貢献することを目的に連携協力に関する基本協定を本日締結いたしました。 

同大学は変化する社会に応じた実学教育を実践し、簿記ならびに会計教育に力を入れており、

当行を含む金融機関へ多くの人材を輩出しています。また、２０１７年より全学的な取組みとし

て「学長プロジェクト」をスタートさせ、「自然エネルギー100％大学」として脱炭素に向けた取

組みなど、ＳＤＧｓの達成に向けた取組みを推進しています。 

当行は２０２１年に「ちば興銀サステナビリティ・ステートメント」を公表し、重点項目とし

て「産業の活性化と千葉の魅力創造」「千葉の未来を担う人材の育成」「安心して暮らせる豊か

な千葉の実現」に取り組んでおります。 

今回の連携協定の締結により、当行は実務に基づく金融知識修得のための講座を提供するとと

もに、相互がもつ人的・知的資源を活用して地方創生・地域活性化に資する取組みなどを実施し

てまいります。これらを通じて両者が融合し、千葉県をはじめとする地域経済の発展、さらには

ＳＤＧｓ達成や社会課題の解決に貢献できることを期待しています。 

 

◆連携の主な内容 

1.教育および教育コンテンツに関する事項 

2.地方創生・地域活性化に資する取組みの支援 

3.研究・情報交流による地場企業の競争力の強化・発展支援 

4.研究成果の事業化、コンサルティングによるベンチャー企業の育成 

5.インターンシップの実施およびキャリア教育支援による人材育成 

6.相互研修による資質、能力の向上 

7.その他目的達成に必要と認める事項 

 

◆連携協定 締結式の様子 

 

                          写真左より 

学校法人千葉学園 理事長 内田 茂男 様 

千葉商科大学 学長     原科 幸彦 様 

千葉興業銀行 頭取    梅田 仁司   

千葉興業銀行 常務執行役員 國府田 治  
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千葉商科大学との連携協定を締結 
～教育研究活動による人材育成を通じて地域社会経済へ貢献～ 


